
駅直結のペデストリアンデッキと
接続する3階エントランス
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《2019年 第60回 BCS賞受賞作品》愛知県立愛知総合工科高等学校／赤坂インターシティAIR（赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業）／ OIST 沖縄科
学技術大学院大学 フェイズ1／太田市民会館／オーディオテクニカ本社／ GINZA SIX ／新発田市新庁舎／新山口駅北口駅前広場「０番線」・南北自由通路／
東京ガーデンテラス紀尾井町／東京ミッドタウン日比谷／富山県美術館／ナセBA（市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリー）／HIRAKATA T-SITE／フェスティ
バルシティ（中之島フェスティバルタワー（東地区）、中之島フェスティバルタワー・ウエスト（西地区））／立命館大学大阪いばらきキャンパス

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築
物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表
彰する建築賞です。この賞は、1960年にはじまり2019年で60回を数えました。

多くの人が行き交う駅前広場から望む外観

　
大
阪
と
京
都
の
中
間
地
点
、市
街
地
に
山
が
迫
る
郊

外
都
市
の
枚
方
で
は
、高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
再

開
発
デ
パ
ー
ト
の
三
七
年
後
の
閉
店
と
い
う
、地
方
都

市
の
縮
図
の
よ
う
な
駅
前
空
洞
化
に
直
面
し
、こ
こ
を

創
業
の
地
と
す
る
建
築
主
が
、「
枚
方
に
元
気
を
」と
い

う
旗
印
の
も
と
跡
地
の
再
々
開
発
に
立
ち
上
が
る
。「
本

棚
に
囲
ま
れ
街
に
開
か
れ
た
リ
ビ
ン
グ
空
間
」と
い
う

そ
の
独
特
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、企
画
・
設
計
・
施

工
が
一
体
と
な
り「
賑
わ
い
と
交
流
の
拠
点
」と
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
賑
わ
い
を
誘
発
し
て
い
る
の
は
、吹
き
抜
け
を
多
用

し
た
断
面
構
成
だ
け
で
な
く
、舞
台
装
置
と
し
て
の
本

棚
が
、新
た
な「
交
流
の
か
た
ち
」を
編
み
出
し
て
い
る

こ
と
に
も
よ
る
。ま
る
で
、市
場
、学
校
、図
書
館
、美

術
館
の
複
合
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、飲
食
・
物
販
・

銀
行
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
ま
た
は
地
権
者
を
縦
横
に
再
配

置
し
、ブ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
を
軸
に
所
有
区
分
の
壁
を

取
り
払
い
、「
街
の
中
の
家
」な
ら
ぬ「
家
の
中
の
街
」

と
い
う
交
流
の
個
性
を
獲
得
し
て
い
る
。各
所
に
設
え

た
立
ち
寄
り
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
、天
井
ま
で
の
本
棚
が

演
出
す
る
木
の
素
材
感
の
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
、そ
の
全
て

が
透
明
な
フ
ァ
サ
ー
ド
越
し
の「
交
流
の
映
像
」と
し

て
駅
前
へ
と
露
わ
に
な
る
。人
が
い
る
情
景
は
居
場
所

探
し
の
共
感
を
呼
び
、「
リ
ビ
ン
グ
空
間
」と
駅
前
広

場
と
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
、同
郷
人
へ
の
親
近
感
を

誘
い
多
く
の
市
民
が
集
う
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
白
く
輝
く
シ
リ
ン
ダ
ー
状
の
突
起
は
、室
内
に
お
い

て
は
落
ち
着
い
た
ス
ケ
ー
ル
感
の「
静
の
リ
ビ
ン
グ
」を

内
包
し
、取
り
巻
く
多
様
な
賑
わ
い
の「
動
の
リ
ビ
ン

グ
」と
の
対
比
を
な
し
、室
外
に
お
い
て
は
本
棚
と
一
体

に
な
っ
た
ス
リ
ム
な
輪
郭
の
正
面
性
に
対
し
、上
階
に

行
く
ほ
ど
建
屋
を
段
状
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
せ
跳
ね
出

し
を
大
き
く
見
せ
る
そ
の
対
比
が
躍
動
感
を
生
み
、積

み
木
細
工
の
よ
う
な
造
形
で
視
野
を
天
空
に
抜
く
交
互

配
列
の
屋
上
テ
ラ
ス
が「
駅
前
の
立
体
広
場
」を
高
ら
か

に
謳
い
上
げ
て
い
る
。

　
施
工
に
お
い
て
も
、駅
前
広
場
の
安
全
面
な
ど
で
詳

細
な
検
討
が
な
さ
れ
、駅
中
マ
ル
シ
ェ
の
誕
生
な
ど
回
遊

性
を
復
活
し
た
駅
へ
の
接
続
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
い
る
。一
方
、七
二
時
間
分
の
非
常
電
源
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1. 駅前再整備の起点となるHIRAKATA T-SITE　　　 2. 2階から1階パッサージュを見下ろす。
3. 4階、本棚に囲まれた2層吹き抜けの「街のリビング」　4. エリアとして分断されることなくブックストリートとつながる7階の金融ラウンジ
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43

●建築主 スパイラルスター・グロ 
 ーバル・パートナーズ特 
 定目的会社（代表）
●設計者 ㈱竹中工務店
●施工者 ㈱竹中工務店 
 ㈱前田組　　　　
●所在地 大阪府枚方市岡東町12-2
●竣工日 2016年2月25日

●敷地面積　2,723㎡
●建築面積　2,494㎡
●延床面積　17,533㎡

●階数　地上9階、地下1階、塔屋1  
 階
●構造　鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コン 
　　　 クリート造

HIRAKATA T-SITE
計画概要

や
帰
宅
困
難
者
の
避
難
場
所
な
ど
防
災
拠
点
と
し
て
の

安
全
・
安
心
に
加
え
、「
リ
ビ
ン
グ
空
間
」の
室
内
照
明

で
駅
前
を
明
る
く
灯
す
な
ど
、公
益
性
と
利
便
性
の
領

域
を
重
ね
、建
築
を
仲
立
ち
に
、人
と
都
市
と
の
距
離

を
近
づ
け
、駅
周
辺
の
活
性
化
に
繋
げ
る
タ
ウ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
一
助
と
し
て
い
る
。

　
単
な
る
商
業
施
設
の
建
設
に
止
ま
ら
ず
、郊
外
都
市

の
再
生
を
先
導
す
る
拠
点
と
し
て
、再
開
発
か
ら
再
々
開

発
へ
の
起
点
と
し
て
、「
街
の
リ
ビ
ン
グ
空
間
」の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
、狭
隘
な
駅
前
広
場
の
拡
張
を
機
に
大
規
模
な
周

辺
再
整
備
を
始
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。鉄
道
を
結
節

点
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
方
向
へ
と
枚
方
を
誘
導

で
き
た
の
も
、建
築
主
の
創
業
の
地
と
い
う
幸
運
に
拠
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。時
間
消
費
、コ
ト
消
費
の
時
空
共
有

の
魅
力
を
こ
こ
ま
で
進
化
さ
せ
て
き
た
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
パ
ワ
ー
が
、力
強
い
郷
土
愛
に
よ
っ
て「
賑
わ
い
と

交
流
の
文
化
」を
発
信
し
、公
と
私
、官
と
民
を
統
合
す

る
新
た
な「
第
三
の
場
所（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）」の
誕
生

へ
と
更
な
る
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

［
選
考
委
員
］　
後
藤
春
彦 

・ 

堀
部
安
嗣 

・ 

尾
﨑 

勝

株式会社ソウ・ツー
社長室　

株式会社竹中工務店
大阪本店　特任参与

  当社の創業の地として地元への感謝の想いと責任を持ちながらお客様（地域）に満足いた
だき、愛されるランドマークとなるべく地域のコミュニティーハブを目指しました。
　計画に関わった地権者の皆様や設計・建設、維持管理・運営、出店してくださった店
舗等様々な関係者の方にその想いをご理解と多様多彩な智慧をいただき、開業から3年が
過ぎた今もなお、多くの人にご利用いただいています。時の言い方をすれば「映え」、夜に
枚方市駅に降り立つと街の灯、街のリビングとしてのT-SITEが見え、「帰ってきた」と思える
知的で優しい景観がCivic Prideを創る源の一つになったと自負しています。
　また、HIRAKATA T-SITEが起爆剤として枚方市駅前が都市再生緊急整備地域に指定さ
れ、これからも地域と共に時代の変化に対応しながら生活提案をしていきたいと思います。

　京阪枚方市駅前再開発の核となる素晴らしいプロジェクトに、施工者として関われたことを
感謝いたします。
　当初、設計図面を見た時、非常に複雑な形状の設計に驚き、鳥肌が立ち、その後に武者
震いがしたことを今でも鮮明に記憶しています。詳細を確認していくと益々難易度が高く、更
に踏み込むと納まりの難しい箇所が多 あ々り、そこから設計、施工の強みである、品質、工
期の作り込みを徹底しました。我々ゼネコンにとって、竣工がゴールではありません。この建
物が将来にわたって健全で、メンテナンスが少なく、利用される方々に気持ち良く使っていた
だけることを念頭に、設計段階から施工段階の設計監理、施工管理まで妥協することなく邁
進しました。その結果が今回の受賞に繋がったと確信しています。お客様との三位一体が竣
工後も継続されることが、この賞の本来の価値であることをしみじみと感じています。

吉冨聡  Satoshi Yoshitomi

中野達男  Tatsuo Nakano

地元への感謝からはじまり、HIRAKATA T-SITEがもたらしたCivic Pride地元への感謝からはじまり、HIRAKATA T-SITEがもたらしたCivic Pride

地域活性化の要となる施設を三位一体で建設地域活性化の要となる施設を三位一体で建設

株式会社竹中工務店
設計本部長

　HIRAKATA T-SITEは、高度成長期に建設された駅前再開発ビルの「再々開発」プロジェク
トとして企画されました。用事がなくても立ち寄りたくなる、居心地のよい「街のリビング」にお
ける生活価値提案が、街の人びとの共感を生み出すきっかけとなります。「街のリビング」は、
本に囲まれたヒューマンスケールな2層吹抜けが位置を変え、街に開きながら垂直方向に連続
した構成としました。駅前広場に突き出しているシリンダーは、内部空間としては「街のリビン
グ」であるとともに、その上部は屋上テラスとして人々の食事やくつろぎの場所となる立体的な
駅前広場となっています。ここで生まれる共感が街全体に広がり、街への愛着へと繋がること
で地域コミュニティを再構築し、郊外駅前が鉄道ネットワークと連携したコンパクトな街づくりの
拠点となることを目指しました。

原田哲夫  Tetsuo Harada

「街のリビング」をつくる「街のリビング」をつくる
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